
3

（１）　報告第 1 号　令和元年度　事業報告

1

令和元年度　事業報告

　平成から令和へとうつり行く中、新型コロナウイルス感染症の流行により、年明けから
年度末にかけて、日本のみならず世界中の経済状況は大変厳しいものとなりました。当セ
ンターにおいても施設の閉鎖等により就業機会の落ち込みが見られました。
　そういった厳しい年度末となりましたが、途中まで堅調であったこともあり、従来の仕
事を確保しながら会員の拡大に努め、さらに派遣事業や家事支援・子育て支援など高年齢
者に適した仕事の開拓を推進した結果として、受注実績については、受託事業（請負・委
任）は、129,523,345 円で前年度比 1.8％減、派遣事業については、31,831,571 円で前
年度比約 12％増、契約金額の合計は、161,354,916 円で前年度比約 0.7％の微増であっ
たが過去最高の契約額となりました。
　また、就業率（請負・委任）は 84.2％で前年度より 2.2 ポイント減、派遣事業を含め
た就業率は 92.7% で前年度より 2.3 ポイント減少しました。
　会員数については、前年度より 3 名増えて 341 名でしたが、目標の 360 名を下回りま
した。入会者数は、前年度の 53 名から 36 名と 17 名減少となりました。入会動機としては、

「生きがい、社会参加」が最も多く約 60％、次いで「健康維持・増進」が 24％となって
います。退会者数は、前年度 57 名から 31 名と減少しました。退会理由としては、「就職」
によるものが多く 20.8％で、前年に引き続いて高齢者の雇用拡大の影響が多きくなりま
した。次が「病気」の 16.7％となっています。
　町からの支援を受けながら実施している事業については、「竹林整備事業」は、整備面
積合計 5,297㎡で、整備後の維持管理も含めて引き続き堅調に推移しました。また、「高
齢者児童ふれあい事業（親子あそびの広場）」の参加者数は、新型コロナウイルスの影響
により１開催分中止した結果、合計 338 名で前年度より減少したものの、1 開催あたり
の平均参加者数は約 20 名と、会員独自の工夫により順調でした。「ごみ当番支援サービス」
の実施回数は、前年度の 730 回から 565 回と補助対象範囲の変更もあり減少しましたが、
ごみ当番が困難な世帯を支援することができました。「子育て支援ホームヘルパー派遣事
業」については、契約は前年度より２件増の 8 件、実施回数 60 回増の 127 回と順調に
推移しました。また、センター独自に実施している、空き家管理サポート事業については、
4 件の契約がありました。
　令和元年度も地域住民の方々、企業及び団体、猪名川町などからの変わらぬ支援により、
会員の就業意欲の高まりを止める事なく堅実に事業を運営することができました。

１　高年齢者の就業に関する情報の収集及び提供
　(1) 広報誌等への掲載

竹林整備、ゴミ当番支援サービス、親子あそびの広場等各事業の「広報いながわ」
や冊子「いながわベース」への掲載及び会報「シルバー猪名川」の発行を通じて、セ
ンター事業の普及啓発に努めた。

　(2) ホームページ
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ホームページ、facebook を活用し、広範に情報を配信し普及啓発をはかった。
　(3) センターだより
　　　センターだよりを毎月発行し、会員へ定期的に情報を発信した。
　(4) イベント

ア　キッズフェスティバル、健康福祉まつり、桜まつり、いながわまつりに参加し
　　　積極的な普及啓発活動を展開した。

イ　第１４回シルバーまつりを開催し、センターの事業活動を広報すると共に、会
　　　員間の連携を深めた。来場者数は５２１名で活況であった。

２　高年齢者の就業に関する調査及び研究
　　会員の就業と業務の受注開拓に資するため、また、法人の運営に必要な知識を深め維
　持するため、公益社団法人兵庫県シルバー人材センター協会及び同阪神ブロック主催の
　会議研修に参加した。

３　高年齢者に対する就業相談の実施
　(1) 入会説明会

毎月２回定例及び出張入会説明会、臨時説明会を計２９回実施し、シルバー事業や
運営についての説明と就業に関する情報の提供に努めた。また、入会者などは次の通
りであった。
入会説明会参加者数　　　６７名（男性　　４４名、女性　　２３名）　11 名減
入会者数　　　　　　       ３６名（男性　　２５名、女性　　１１名）　17 名減
会員数　　　　　　　　３４１名（男性　２３５名、女性　１０６名） 　３名増

入会説明会参加者数と入会者数の推移

年度
新規

入会者数

入会説明会

参加者数
入会率

入会者

平均年齢

入会者内

女性

平成 27 年度 75 名 107 名 70.09% 68.0 歳 21 名

平成 28 年度 33 名 73 名 45.21% 66.6 歳 13 名

平成 29 年度 54 名 69 名 78.26％ 68.1 歳 16 名

平成 30 年度 53 名 78 名 67.95% 69.1 歳 23 名

令和元年度 36名 67 名 53.73% 69.9 歳 11 名

　(2) 就業相談
定期の就業相談会を実施するとともに、入会を検討中の方に対し、積極的に就業情

報を提供した。

４　高年齢者に対する臨時的かつ短期的な就業（雇用によるものを除く。）又はその他の
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　軽易な業務に係る就業（雇用によるものを除く。）の機会の確保及び提供
　　行政との連携による公共事業の確保と開拓に重点を置きながら、事業所・一般家庭も

訪問し就業機会確保と提供に努めたが、受託事業（請負・委任）の契約金額は前年度比
1.8％減となった。

　(1)    就業実績の推移（請負・委任）
契約金額は、前年度比で公共は 6.7％増となったが、民間事業が 4.6％減となり、合

計で 1.8％減となった。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　

年度
会員数

( 人）

就業実人員

（人）

就業率 就業延人員

( 人・日）

民間

( 円）

公共

( 円）

計

( 円）

27 年度 334 299 89.5% 29,598  85,878,768 31,031,420 116,910,188

28 年度 319 293 91.8％ 32,180 91,495,576 29,963,114 121,458,690

29 年度 342 292 85.4% 32,235 96,684,469 29,201,499 125,885,968

30 年度 338 292 86.4% 31,976 99,432,111 32,460,397 131,892,508

令和元年度 341 288 84.2% 31,250 94,888,027 34,635,318 129,523,345

　
　(2)    就業実績の推移（派遣事業を含む）

前年度に引き続いて受託事業の維持に努めるとともに、派遣事業の受注を積極的に推
進した結果、前年度比で 0.7％増と微増ではあるが過去最高となった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

年度 請負 派遣 派遣＋請負

27 年度 116,910,188 14,287,479 131,197667

28 年度 121,458,690 19,245,956 140,704,646

29 年度 125,885,968 22,115,077 148,001,045

30 年度 131,892,508 28,411,053 160,303,561

令和元年度 129,523,345 31,831,571 161,354,916

　(3)    令和元年度　区分職種別事業実績
　　技術群　　：資料作成 1 件のみ受注
　　技能群　　：大工仕事、植木剪定、樹木伐採、障子・襖・網戸張り替え、塗装等
　　　　　　　　前年度比 0.1% 減
　　事務群　　：主に一般事務、筆耕等
　　　　　　　　前年度比 2.8％減
　　管理群　　：駐輪場管理、会館管理、スポーツ施設管理等　前年度比 3.1％減
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　　折衝外交群：ポスティング等　前年度比 33.2％増
　　一般作業群：清掃、除草、カート整理、家具移動、会場設営、農作業、配膳等
　　　　　　　　前年度比 4.9％減
　　サービス群：家事支援、子育て支援、障がい者支援等　前年度比 1.7％減

区分職種
契約金額 ( 円） 就業延人員

( 人 )民間事業 公共事業 計

技術 3,486 0 3,486 1

技能 11,816,037 756,650 12,572,687 1,316

事務 2,214,673 2,059,510 4,274,183 591

管理 13,927,006 4,434,516 18,361,522 4,261

折衝外交 3,531,200 7,148,823 10,680,023 5,601

一般作業 61,606,470 19,922,033 81,528,503 18,363

サービス 1,789,155 313,786 2,102,941 1,117

合計 94,888,027 34,635,318 129,523,345 31,250

５　高年齢者に対する臨時的かつ短期的な就業及びその他の軽易な業務に係る就業に必要
　な知識及び技能の付与を目的とした講習会等の開催
　高年齢者の就業機会の拡大のため知識・技能の習得を目的とした次の講習会を開催した。
　(1) 普通救命講習会を開催し 23 名が受講した。
　　日程：令和元年 10 月 28 日（月）　　場所：猪名川町社会福祉会館　講義室

内容：AED 用いた心肺蘇生法、三角巾・包帯法、異物による窒息の対処法等
(2)   交通安全講習会を開催し 33 名が受講した。

　　日程：令和元年 9 月 25 日（水）　　場所：猪名川町社会福祉会館　講義室
講師：西日本自動車共済協同組合　事業部部長　山口　勝弘　氏
内容：事故の発生頻度、加害者の責任、事故時の対応、ドライブレコーダー事故映像

の解説等
　(3)   蜂刺され防止講習会を開催し 19 名が受講した。
　　日程：令和元年８月６日（火）、９月２日（月）、９月 25 日（水）
　　場所：猪名川町社会福祉会館
　　内容：「蜂に注意！蜂さされに対する対策」DVD を用いた講習
　(4)   チェンソーを用いた伐木等業務の講習会を開催し 32 名が受講した。
　　日程：令和 2 年 2 月 17 日（月）　　場所：猪名川町社会福祉会館　講義室

講師：キャタピラー教習所（株）　兵庫教育センター　梅原　純　氏
内容：労働安全特別教育（補講）
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　(5)　接遇講習会を開催し 39 名が受講した。
日程　令和元年 11 月 18 日（月）
場所　猪名川町社会福祉会館　講義室
講師　motto ひょうご　事務局長　栗木　剛　氏
テーマ　あなたの気持ちは地域を温めます。お客様に喜ばれる仕事の仕方

６　その他この法人の目的を達成するために必要な事業
　(1) 安全・適正就業の推進
　　① 安全・適正就業委員による安全巡回指導及び安全・適正就業推進員を新たに設置し、
　　　安全パトロール等を実施し、安全意識の向上と事故防止に努めた。
　　②事故防止のため事故の発生状況把握と原因分析に努めた。
　　
　　　令和元年度の事故発生状況（保険金が支払われた事故（見込みも含む））
　　　　事故件数は 7 件で前年から 1 件増加した。傷害事案 5 件、賠償 2 件であった。
　　　ア　賠償　令和元年５月１６日に発生
　　　　草刈作業中に、置いてあった介護用の手摺（移動式：レンタル品）を移動して作
　　　　業し、作業後戻す際に、手摺のジョイント部分を少しひねる様な形で持ってしま
　　　　い、無理な力が加わりジョイント部が破断した。
　　　　賠償額　24,920 円
　　　イ　傷害　令和元年 6 月 13 日に発生
　　　　公園の草引き作業中、溝の土を掃除するため、溝に手を入れたところ、20cm く
　　　　らいのムカデに右手人差し指をかまれた。痛みと腫れがあるので病院に行き診察
　　　　を受けた。アレルギー症状は無く、抗アレルギー薬と抗生薬を処方された。手袋
　　　　はしていたが、捻った様な違和感があり手袋を外したのでその時に咬まれたかも
　　　　しれないとのことであった。
　　　　保険金　通院　3,000 円、他 540 円　合計 3,540 円
　　　ウ　賠償　令和元年 7 月 9 日に発生
　　　　町道の歩道部を草刈中、石を飛散させ、交差点を北から東方向へ左折しようとし
　　　　ていた車の助手席窓ガラスを割ってしまった。
　　　　賠償額　70,200 円
　　　エ　傷害　令和元年 7 月 24 日発生
　　　　配布業務（県民だより等）の配布物を引き取りに来た際、屋外階段の階段下を通
　　　　ろうとして、前頭部を階段にぶつけ裂傷を負った。血が止まらなかったため病院
　　　　に行き、医療用ホチキスで 2 針ほど留めた。通院 3 日。
　　　　保険金　通院　9,000 円、他 8,880 円　合計 17,880 円
　　　オ　傷害　令和元年 7 月 29 日発生

草引き作業中に、蜂（あしなが蜂と思われる）に左腕を刺され、強い痛み、腫れ、
アレルギー反応が出た。作業終了後病院に行き治療を受けた。通院 4 日。

　　　　保険金　通院　12,000 円、他 1,290 円　合計 13,290 円
　　　カ　傷害　令和元年 7 月 31 日発生
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草刈り後の集草作業中、耳のあたりをスズメ蜂に 2 か所さされた。気分が悪くなっ
たので帰宅したが、全身症状が出たため救急車にて病院に行き入院、翌日退院。
アナフィラキシー症状がでたためエピペン処方され購入。入院 1 日、通院 1 日。

　　　　保険金　入院　5,000 円、通院 3,000 円、他 19,035 円　合計 27,035 円　　　
　　　キ　傷害　令和 2 年 2 月 3 日発生
　　　　営繕作業中の針刺し事故【派遣・労災】

　　　保険金額の確定
　　　・平成 31 年 2 月 28 日発生した、ごみ当番代行作業中に足を骨折した事故につい
　　　　ては、25,230 円の保険金が支払われた。通院 6 日。
　　　・平成 31 年 1 月 29 日発生した、竹林整備作業中、指の腱断と骨折した事故につ
　　　　いては、236,870 円の保険金が支払われた。入院 4 日、通院 26 日相当。

　(2) 運営基盤の強化・組織の充実
①健全な財政基盤確保のため経費削減に努めるとともに、傷害保険料の一部会員負担、

配分金と事務費率 1 ２％を維持し収支改善に努めた。
②専門委員会等の活動を活性化し組織の強化と充実を図った。
　ア　定時総会の開催　令和元年 5 月 30 日（木）
　　出席社員総数　250 名 /344 名（委任状を含む）

　　　　報告第 1 号　平成３０年度　事業報告について
　　　　報告第２号　令和元年度　事業計画について
　　　　報告第３号　令和元年度　収支予算について
　　　　報告第４号　資金調達及び設備投資の見込みについて
　　　　報告第５号　令和元年度　収支補正予算（第１号）について
　　　　議案第１号　平成３０年度　決算の承認について
　　　　監査報告
　　　　議案第２号から議案１５号まで　理事及び監事の選任について

理事：藤懸　永利、後藤　憲明、筒嶋　澄子、渡邊　文人、清水　剛、
田邉　義彦、岸　志眞子、池下　政雄、高橋　登、安井　義人、
飯田　勝美、松原　弘和　計 12 名

　　　　　監事：仲井　常雄、井ノ上　利昭　計 2 名
　　　　議案第１６号　理事長に対する権限委任
　　　イ　監査　令和元年５月 7 日（火）
　　　　　　　　平成 30 年度　会計・業務監査
　　　ウ　理事会 
　　　　（ア）第 1 回　  平成 31 年 4 月 25 日（木）

議案第 1 号　理事及び監事候補者の審議
議案第 2 号　平成 31 年度　第１回　収支補正予算の承認
議案第 3 号　平成 30 年度　第３回　収支補正予算の承認
議案第 4 号　平成 30 年度　収支決算書類の承認



9

（１）　報告第 1 号　令和元年度　事業報告

7

議案第 5 号　平成 30 年度　事業報告書類の承認
報告第 1 号　平成 30 年度事業実績の報告
今後の日程について

　　　　（イ）第２回　  令和元年５月９日（木）
報告第 1 号　監査報告
議案第 1 号　顕彰候補者の審査について

会員顕彰：上田　和實、宇都宮　清子、那須　廸郎、衣笠　昭雄、
足立　武夫、高松　晃、菊池　由紀子、上田橋　伊都子、溝邉　誠、
平井　孝太郎、巻島　光明、鈴木　昭洋、宇都宮　孝道
計 13 名

議案第 2 号　令和元年度　定時総会提出議案及び議案書の承認について
議案第 3 号　令和元年度　第３回理事会（臨時）の開催について
その他

　　　　（ウ）第３回　  令和元年５月３０日 ( 木 )
議案第 1 号　議長選任 松原　弘和
議案第 2 号　代表理事及び業務理執行理事の選定

代表理事（理事長）藤懸　永利
代表理事（副理事長）渡邊　文人
業務執行理事（常務理事）松原　弘和

その他 次回理事会の日程について
　　　　（エ）第４回　  令和元年 6 月 27 日 ( 木 )

議案第 1 号　新規入会者の承認 10 名
議案第 2 号　役員名簿の配布について
報告第 1 号　職務執行状況報告
その他 次回理事会の日程について

　　　　（オ）第５回　  令和元年 9 月 30 日 ( 月 )
議案第 1 号　新規入会者の承認 6 名
報告第 1 号　職務執行状況報告
報告第 2 号　専門委員会報告
その他 次回理事会の日程について

　　　　（カ）第６回　  令和元年 12 月 24 日 ( 火 )
報告第 1 号　職務執行状況報告
報告第 2 号　兵庫県文書課法人検査について
報告第 3 号　令和 2 年度予算要求書について
報告第 4 号　令和 2 年度会員傷害保険について
報告第 5 号　作業別案全基準Ⅱ（除草）の一部改正について
議案第 1 号　新規入会者の承認　9 名
議案第 2 号　令和元年度第 2 回補正予算（案）の承認について
議案第 3 号　特定費用準備資金および資産所得資金の取扱規程の制定につい

て
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議案第 4 号　地域班設置及び運営要綱の一部改正について
議案第 5 号　総会及び理事会等の日程の承認について
報告第 2 号　専門委員会報告
空き家簡易鑑定について
その他

　　　　（キ）第７回　  令和 2 年 3 月 24 日 ( 火 )　みなし決議（書面決議）
　　　　　議案第 1 号  事務局長の選任の件

議案第 2 号  新規入会者の承認の件 10 名
議案第 3 号  職員給与規程の一部改正の件
議案第 4 号  理事会運営要綱の一部改正の件
議案第 5 号  入会及び退会に関する規程の一部改正の件
議案第 6 号  作業別安全就業基準Ⅲ（チェンソーを使用する作業）の一部改正

の件
議案第 7 号　救急箱配布要綱の制定の件
議案第 8 号　令和元年度第３回目補正予算書案の承認の件
議案第 9 号　令和２年度地域班事業計画等の承認の件
議案第 10 号　令和２年度事業計画の承認の件
議案第 11 号　令和２年度収支予算書案の承認
議案第 12 号　第１回・第２回理事会・監査の日程について
議案第 13 号　定時総会の日時の決定について
報告第 1 号　職務執行状況報告の件
報告第 2 号　令和２年度会員傷害保険についての件
その他

　　　エ　総務委員会：5 回開催
　　　　（ア）主な活動
　　　　　補正予算案の策定、収支予算案の策定、事業計画案の策定、規程等の審議

（イ）主に審議した規程等
・作業別安全基準Ⅱ（除草）の一部改正について
・特定費用準備資金及び資産取得資金の取扱規程の制定について
・地域班設置及び運営要綱の一部改正（案）について
・理事会運営要綱の一部改正（案）について
・職員給与規定の一部改正（案）について
・入会及び退会に関する規定の一部改正（案）について

（ウ）接遇講習会の開催
　　　オ　安全・適正就業委員会：5 回開催

（ア）主な議題等
・活動報告、事故の報告  ・飛び石事故対策について
・蜂刺され予防対策  ・ヒヤリハットの募集状況について
・チェンソーを用いた剪定作業を行う際の防護衣、特別教育について
・交通安全講習会について ・普通救命講習会について
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・シルバー派遣事業の「運転業務における安全就業基準」の周知について
・兵シ協へ推薦する安全就業スローガンの選定について
・救急箱の配布について

（イ）安全パトロール　９回実施  （ウ）就業相談会の実施
（エ）車両・道具点検の実施  （オ）交通安全講習会実施
（カ）普通救命講習会実施   （キ）蜂刺され防止講習会実施
（ク）チェンソーを用いた伐木等業務の講習会実施（特別教育：補講）

　　　　（ケ）兵シ協　安全就業スローガンの選定
　　　　　応募 40 作品の中から 3 作品選定し兵シ協に推薦した。

「この仕事　これで良いのか？　安全か？」　高橋　登　氏
「安全は　初心に戻る　その勇気」　巻島　光明　氏
「安全は　小さな注意の　積み重ね」　岸本　敏則　氏

　　　カ　企画・広報委員会：6 回開催
　　　　（ア）主な活動
　　　　　会報誌の発行、イベントへの参加企画と実施、シルバーまつり実行委員会への参画、
　　　　　奉仕活動の企画と実施、新規事業の企画
　　　　（イ）　会報シルバー猪名川第 33 号の編集発行と第 34 号の編集
　　　　（ウ）　空き家簡易鑑定事業について
　　　　（エ）　シルバーあったかサポート保存版チラシの作成
　　　　（オ）　清掃奉仕活動の企画と実施
　　　　（カ）　地域班班長会議の開催
　　　キ　親睦委員会：5 回開催
　　　　（ア）主な活動　
　　　　　グラウンド・ゴルフ大会の企画と開催、慶弔見舞金の給付、シルバーまつり実行委
　　　　　員会への参画、会員親睦旅行の企画と実施、同好会の支援、立ち上げ支援
　　　ク　シルバーまつり実行委員会：４回開催 
　　　　　シルバーまつりの企画と開催
　　　ケ　女性部：７回開催
　　　　（ア）主な活動
　　　　　女性会員を増やすことを目的とした高齢者の福祉に資することを企画と実施
　　　　( イ）講習会

①苔玉づくり講習会　令和元年 11 月 27 日（水）　24 名参加
　場所　猪名川町社会福祉会館  講師　満永小百合　氏
②しめ縄づくり講習会　令和元年 12 月 26 日（木）　30 名参加
　場所　猪名川町社会福祉会館  講師　端野久美子　氏
③味噌作り講習会　令和 2 年 1 月 22 日（水）　24 名参加
　場所　猪名川町社会福祉会館　　　講師　清水　進　氏

（ウ）サロン　67 名参加
①フリートーク　②押し花の栞作り　③帽子づくり　④⑤パイナップルストール作
り　⑥箸袋作り等　⑦エコバック作り

（１）　報告第 1 号　令和元年度　事業報告
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　　　コ    地域班（各地域班独自の活動）
　　　　（ア）大 島

①大島まち協主催出会い公園の清掃活動に参加　延べ 30 名参加
②大島サマーフェスティバル への参加　綿菓子出店、駐車場誘導　11 名参加
③シルバーまつりに参加　綿菓子出店、駐車場誘導　7 名参加
④新年会開催　しまや　7 名参加

　　　　（イ）楊 津
①班会議の開催　延べ 17 名
②道の駅周辺の清掃奉仕活動　延べ 39 名参加
③シルバーまつりに参加　ヨーヨー釣、スーパーボールすくい　4 名参加
④親睦会の開催　ゆうあいセンター　カラオケ、食事　7 名参加

　　　　（ウ） 白 金
①アドプト活動（パークタウン中央バス停付近）除草、剪定、花の植え込み等
　延べ 17 名参加
②ハイキング　有馬富士公園　4 名参加
③トレッキング　剣尾山　5 名参加
④バーベキュー　るり渓　7 名参加
⑤新年会　かぐらざか　11 名参加
⑥班会議　延べ 27 名参加
⑦白金サマーフェスティバルに参加　カレー販売　8 名参加
⑧シルバーまつりに参加　カレー販売　9 名参加

　　　　（エ）猪名川
①班会議　10 名参加
②大原公園の清掃奉仕活動　延べ 21 名参加
③自己の研鑽（刃物研ぎ）　延べ　5 名参加
④シルバーまつりに参加　輪投げコーナー　6 名参加

　　　　（オ）つつじが丘
①差組公園の美化活動　延べ 10 日実施
②いながわまつりに参加　綿菓子、飲料販売　9 名参加
③シルバーまつり参加　うどん販売　12 名参加
④慰労会　トリトン　14 名参加

　　　　（カ）松尾台
①交流会・サロン　延べ 50 名参加
②ウォーキング・ハイキング
　・歴史街道散策路　12 名参加
　・原地区北方のため池・森を抜け阿古谷川に出るコース　7 名参加
　・日生中央～内馬場～大部峠を超えて民田～阿古谷～日生中央　10 名参加
③正月用松竹梅創り講習会　社会福祉会館 　5 名参加
④日生中央駅周辺の清掃活動・花壇の管理等　延べ 35 名参加
⑤シルバーまつり参加　的当てゲーム　5 名参加

（１）　報告第 1 号　令和元年度　事業報告
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　　　　（キ）旧阿古谷
①社会福祉会館の進入路両側溝の清掃奉仕活動　延べ 13 名参加
②松尾台小学校通学路の点検及び清掃活動　延べ 16 名参加
③シルバーまつりに参加　野菜販売コーナ　4 名参加　

　　　サ   職群班
　　　　　班長会の開催、班単位での人材育成と運営を積極的に展開した。

(3) 指定管理者と施設
　　　指定管理者として「猪名川町社会福祉会館」の維持管理及び運営を実施した。

  

年度 利用件数 利用者数 利用日数

平成 27 年度 878 19,439 310

平成 28 年度 913 17,963 307

平成 29 年度 919 19,350 310

平成 30 年度 910 18,145 301

令和元年度 839 16,121 287

　　　新型コロナウイルス感染拡大防止のための貸館業務の休業期間（3 月 9 日～）
　　　新型コロナウイルス感染拡大防止のための予約の取り消し（48 件）

　(4) 福利厚生事業（共益事業）
会員相互の親睦や連帯意識の高揚並びに生きがいと健康づくりを目指した事業を実施し

た。
　　①グラウンド・ゴルフ大会を 2 回開催、48 名が参加した。
　　・第 25 回　令和元年 5 月 15 日（水）　参加者 23 名　場所　向山公園
　　　個人戦 ( 敬称略 )  　優勝：田邉義彦、準優勝：宮崎道雄、第 3 位　藤田喜美子
　　　地域班対抗団体戦　優勝：旧阿古谷、準優勝：大島、第 3 位　猪名川
　　・第 26 回　令和元年 10 月 7 日（月）　参加者 24 名　場所　向山公園
　　　個人戦 ( 敬称略 )  　優勝：斎藤利秀、  準優勝：藤懸永利、  第３位：吉松淳二
　　　地域班対抗団体戦　優勝：白金、  準優勝：つつじが丘、  第３位：旧阿古谷
　　②会員の趣味を生かした各種活動への支援を実施した。（囲碁、ゴルフ、グラウンド・ゴルフ）
　　③会員への慶弔見舞金等の給付
　　④会員親睦旅行の企画と実施
　　　近江八幡方面への日帰りバス旅行に 39 名が参加し親睦を深めた。
　　　令和元年 10 月 24 日（木）　
　　　見学：大凧会館　東近江市  　　　  昼食：休暇村近江八幡
　　　散策：近江八幡（カイド付きの街並み散策） 買物：ラ・コリーナ近江八幡

（１）　報告第 1 号　令和元年度　事業報告
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　　　他：車内でビンゴゲーム

　(5) 社会奉仕活動の実施
　　①清掃奉仕活動
　　　実施日：平成 31 年 4 月 13 日（土）
　　　北野バイパス周辺の清掃奉仕活動を 1 回実施し、合計 16 名が参加し美化に努めながら、
　　　会員間の交流を含め、センターの PR を実施した。
　　②各地域班が独自に奉仕活動を実施した。

（１）　報告第 1 号　令和元年度　事業報告
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（６）   議案第 1 号　令和元年度　決算　―　貸借対照表
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（６）   議案第 1 号　令和元年度　決算　―　財務諸表に対する注記
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（６）   議案第 1 号　令和元年度　決算　―　付属明細書
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（６）   議案第 1 号　令和元年度　決算　―　財産目録


